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巻◆頭◆言

本誌2015年11月号の巻頭言でミレニアル世代について

書いたとき、日本ではこの世代についてはほとんど語られ

ていなかった。１年半たった現在、ミレニアル世代という

言葉がようやくメディア等で登場するようになり、また、彼

らがけん引するシェアリング・エコノミーが社会に認知さ

れるようになった。日本社会もミレニアル世代以降のデジ

タル・ネイティブ世代の行動・価値観の変化に目を向け始

めたようである。

一方、ネットへのアクセスが水や空気と同じような「当

たり前」のものになることの負の側面の検証と対策は、ま

だ取り組まれていない。

われわれは、昨年の米国大統領選挙でその一端を実体験

した。事実無根のフェイク・ニュースがもたらした効果の

威力である。一瞬で世界中に広がる情報の力は既存メディ

アにとっての脅威であるだけでなく、人類にとっての脅威

である。

問題の本質は人々の情報へのアクセスの仕方が変わるこ

とである。デジタル・ネイティブ世代の情報源はネットで

ある。既存メディアとネットからの情報入手の決定的な違

いは、「自分が関心を持つ話題だけ」を拾うことである。

新聞・雑誌・TVのニュースであれば自分が関心を持って

いない情報も自然と目や耳に入る。ネットでの検索は特定

のキーワードから検索するので、真偽もさることながら、

その情報がどの立場から発信されているのか、客観的、大

局的な視点からの検証を経ずして信じられてしまう。多面

的視点からの考察なく、極めて偏った視点で思考が形成さ

れていく危険性を多く孕
はら

んでいる。

思考や言論の自由を保障することは民主主義の原点では

ある。しかし客観性、大局観のない主張が氾濫しネットを

通じて影響力を持つ危険は、人類の失敗の繰り返しである。

プログラミング教育もよいが、将来を生きる世代がこうし

た落とし穴に陥ることなく、より高い目線で人生や社会を

考えることができるようわれわれがすべきことは何か。疑

問を持ち、多面的に答えを探し、他人との議論を通じて自

己の考えを形成する力をつける手助けをしなければならな

いと考える。そして情報早熟のデジタル・ネイティブ世代

には、そうしたスキルを身に付けるのが大学に入ってから

では手遅れである。
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デジタル・ネイティブ世代の落とし穴

今月の表紙：シリーズ世界の花
【ライラック】
ヨーロッパ南東部が原産の落葉樹。ライラックとい
う名称は英名で、日本でも使われる「リラ」という呼
び方はフランスでの名称です。

5No.798  May 2017

経済同友


